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２年□組 数学科学習指導案 

平成□□年□月□日（□）第□時限 □□□教室 教諭 □□ □□  

 

１ 単 元 「連立方程式の利用」（４時間完了） 

 

２ 単元で育てたい資質・能力 

（１）具体的な場面における問題を，連立二元一次方程式を使って解決するための手順を理解し，手

順に従い，問題の答えを求めることができる。              （知識及び技能） 

（２）問題の中の捉えた数量を表や線分図などで表し，その明らかになった関係をもとに，ある特定

の量に着目してつくった連立二一次方程式の成り立ちを説明することができる。 

 （思考力，判断力，表現力等） 

（３）具体的な場面で連立二元一次方程式が使えるよう粘り強く考え，また問題解決の過程を振り返

って，解決方法を意味づけしたり，改善したりしようとする。   （学びに向かう力・人間性） 

 

３ 構想 

（１）生徒の実態 

本学級の生徒は，第１学年の「方程式の利用」で，分からない数量をｘとし，等しいものを見つ

け方程式をつくれば，答えが簡単に求められる方程式のよさを実感してきた。方程式をつくるた

め，線分図や表を使って数量関係を把握するなど，それを思考の道具として扱ってきた。 

その一方で，問題文中の数量関係が理解できていないため，線分図や表がうまくかけなかった

り，ことばの式ができずに立式にうまく利用できなかったりする姿も見られた。図や表の中にｘ

をどこに書けばいいのかで迷ってしまう姿や，図や表と式のつながりを説明するのに困ってしま

う姿が見られた。その結果，文章問題に苦手意識を強くもっている生徒も少なくない。 

（２）教材の価値 

ここでは，問題場面の数量関係を整理して連立方程式を立式さえできれば，処理は簡単であ

り，その解法のよさを実感させたい。しかし，この立式ができなくて生徒の苦手意識が強くなる

ことが多い。そこで本単元では，ことばの式，表，線分図を使って問題文の数量関係を捉えるこ

とを丁寧に行い，問題場面を整理してから解くということを行っていく。そのために，何を求め

るのかはすぐには示さす，問題場面の分かっている数量の関係を捉えることを大切にする。それ

がしっかりとできれば，あとは，分からない数量が何かに着目し，それを２つの文字に置き換え

て，連立方程式をつくることにつなげていけるようになる。それができれば，複雑で難解な問題

も，線分図や絵図，表などにし，数量関係が整理できれば，必ず解決ができる「新たな概念」が

でき，「新たな自信」が育つことを期待している。 

（３）ＣＲＳのねらい 

本単元では，問題場面にある数量を整理するため，CRS で，各自がつくった「ことばの式，

表，線分図，絵図など」を比較・検討する。生徒それぞれの言葉で繰り返しつなぎ，その考えを

まとめ上げることを行うことで，問題場面の数量関係をしっかり捉えるようになっていきたい。

また，CRS では，連立方程式への立式，その解法，解答の確かめなどを行ったり，できていなけ

ればお互いに補い合ったりしていく。そこでは，表や線分図，絵図が思考だけの道具ではなく，

説明するための道具となる姿を期待したい。そして，「表や線分図，絵図に整理すると立式でき

るよさ」に触れ，それを活用することができれば，文章問題にあきらめずに取り組もうとする学

びに向かう力を育んでいけるものとなると考える。 
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（３）単元構想 

個の考え・思い ＣＲＳ ＣＲＳの手だて 

 

 

問題を読んでも。数の関

係がつかめなく，解ける

かどうか心配。 

 

 

 

連立方程式で解く手順，

ことばの式をつくること

がわかったので，文章題

もやっていけそう。 

 

 

○バスケットボールの試合の問題の数量に着目し，その

関係を把握し，考えをまとめる。 

 ・問題の数量の関係を，ことばの式にするとどんな式

が，いくつできるか考えよう。 

○２点シュートをｘ，３点シュートをｙとして，連立方

程式をつくって解き，確かめ，補い合う。 

・１年で学習した方程式で解く手順と同じだ。 

 

○適用問題を解き，補い合う。 

・手順を守って解くことができたかな。 

 

 

・問題の中の数に着目だけ

でなく関係を捉えるように

するため，ことばの式を書

き，話し合うようにする。 

・理解させるため，話し合

いを止めて，ことばの式と

連立方程式のつながりを確

認する。 

・うまく補い合っているグ

ループを紹介する。 

 

 

割合の問題は苦手だから

できるか心配だな。 

 

 

 

 

 

関係を表にすると整理で

き，連立方程式の形が見

えてきた。 

 

 

○ある中学校の生徒数の問題の数量関係を把握し，考え

をまとめる。 

 ・２場面を表にすると，合計の式ができそう。 

○男子をｘ，女子をｙとして，連立方程式をつくって解

き，確かめ，補い合う。 

・ことばの式もかくと分かりやすい。 

・割合を百分率で表して，活用すればよかった。 

 

○適用問題を解き，補い合う。 

・表にまとめてみると，ことばの式が立てやすい。 

 

 

・表で数量関係を整理でき

るようにするため，その枠

は示す。その項目をどうす

るか話し合うようにする。 

・表と式とのつながりを理

解させるため，話し合いを

止めて，２つのことばの式

を確認する。 

・表をつくって話し合い，

補い合うようにする。 

 

 

速さの問題も苦手で嫌だ

な。きっとできない。 

 

 

 

 

 

線分図にすると数の関係

が整理でき，連立方程式

がつくりやすくなった。 

 

 

○自転車と走りのレースの問題の数量関係を把握し，考

えをまとめる。 

 ・線分図に表し，速さ，道のり，時間を分けてかく。 

○自転車の道のりをｘ，走った道のりをｙとして，連立

方程式をつくって解き，確かめ，補い合う。 

・ことばの式もかくと分かりやすい。 

・「時間＝道のり÷速さ」を使えばいい。 

 

○適用問題を解き，補い合う。 

・線分図にしてみると，式の意味が分かる。 

 

 

・線分図で数量関係を整理

できるようにするため，基

本の線分を示し，それを使

って話し合うようにする。 

・線分図と式とのつながり

を理解させるため，話し合

いを止めて，２つのことば

の式を確認する。 

・数量の整理のため，線分

図で話し合うようにする。 

 

 

もっと場面や状況の違う

問題が解けるか，自分の

力を試したい。 

 

 

 

 

 

 

○池の周りを進み「出会う」「追いぬく」の問題の数量

関係を把握し，考えをまとめる。 

・「出会う」「追いぬく」とはどういうことか，池の１

周 800ｍはどこに関係するのかを探ろう。 

○A と B の速さをｘ，ｙにして，連立方程式をつくっ

て解き，確かめ，補い合う。 

 ・問題の数量を整理し，連立方程式にできれば，意外

と簡単に答えが求められる。 

 

○適用問題を解き，補い合う。 

・式の意味が分からなかったら，もう一度，図や表に

もどって確認しよう。 

 

 

・話し合いの核心に迫るた

め，話し合いを止めて，

「出会う，追いぬくはどう

いうことか」と問い，立ち

止まる場面をつくる。 

・２つのことばの式を導き

出すため，問題場面を実演

させる。 

 

・グループ全員ができてし

まった場合，立式の説明が

全員できるか確かめる。 

第３時 「速さの問題」を整理して，連立方程式で解く力をつけよう 

第４時  連立方程式を利用して解く力をもっとつけよう（本時） 

難しい問題でも，自分の

力で数の関係が整理で

き，連立方程式で解け

て，自信がついた。 

 

第２時 「割合の問題」を整理して，連立方程式で解く力をつけよう 

第１時 文章問題を連立方程式で解く手順を理解し，解く力をつけよう 
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４ 本時の指導（４／４時） 

（１）本時の目標 

２人が出会う場面と追いぬく場面の数量を絵図や線分図，表，ことばの式などで整理し，池の周り

を進む２人の道のりの和と差が池の一周になることに気づき，その関係を連立方程式の立式に役立て

ることができる。                       （思考力，判断力，表現力等） 

（２）本時のＣＲＳ 

「考えをまとめる」 

問題の中にある数量を正確に捉えるため，絵図や線分図，表，ことばの式などの多様な考えを

CRS で比較・検討し，整理して，まとめる。 

「補い合う」 

整理された数量を使って正確に解決できるようにするため，絵図や線分図，表と式の関係をつ

なげて立式の意味を説明し合ったり，正しく解法できているか確かめ合ったりし，補い合う。 

（３）展 開 

時刻 生徒の活動（🔳 はＣＲＳ） ＣＲＳの手だて 

00 

 

 

03 

 

 

 

 

06 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23 

 

 

 

 

 

１ 学習課題を知る 

 

 

２ 問題場面を把握し，数量関係を整理する見通しをもつ 

 

 

 

・線分図，表，絵図，ことばの式で場面を整理してみよう 

３ 問題場面の数量関係を把握し，考えをまとめる。 

（１）問題場面を整理し，自分なりに数量の関係をまとめる。

（自力解決） 

・絵図や線分図，表，ことばの式のどれで表そうか。 

・数の関係が，みんなに分かるようにまとめたい。 

（２）グループでそれぞれのまとめを見せ合い，それを比較・

検討して，より良いまとめをつくる。 

・２つの場面があるので，分けた方がいい。 

・線分図よりも，池の絵図なら状況が把握しやすい。 

・分からないところは，□にしておこう。 

・表にすると，池の１周の道のりはどこに表したらいいか。 

（３）「出会う」「追いぬく」とはどういうことか，池の１周 800

ｍはどこに関係するのかを探る。 

・絵図や線分図では，どこを言っているのだろう。 

・実際に教室の中で実演してみたら，よく分かった。 

・Ａ，Ｂの進んだ道のりは違うが，歩いた時間は同じで 

あることが分かった。 

・表だと，２人の道のりと池の一周の関係が整理できて，

ことばの式になる。 

・「出会う」(A 道のり)＋(B 道のり)＝池の１周 800ｍ 

 「追いぬく」(A 道のり)－(B 道のり)＝池の１周 800ｍ 

４ 問題の続き（何を求めるか）を知る。 

  ・まだ分からないものが A,B の速さ。それが知りたい。 

  ・A,B の速さを分速ｘｍ，ｙｍにすれば，連立方程式がつく

れて求められそう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1人でできない生徒への支

援のため，まず池の絵を描

き，A と B の動きを表した

絵を描くように言う。 

・全体で共有するため，生徒

の話し合いの様子を捉え，

全体共有で必要な記述の図

や表を板書する。 

・「出会う」「追いぬく」の理

解に困っているグループを

捉える。 

・話し合いの核心に迫るた

め，話し合いを止めて，「出

会う，追いぬくはどういう

ことか」と問い，立ち止まる

場面をつくる。 

・２つのことばの式を導き

出すため，問題場面を実演

させ A，B の進んだ時間，

進んだ道のりと池の１周に

着目できるようにし，話し

合いに戻す。 

 

 

 

 

 

連立方程式を利用して解く力をもっとつけよう 

A，B 2 人の速さはそれぞれ分速何ｍか求めなさい。 

１周が 800ｍの池がある。A，B が同時に同じところを出発する。反対方向にまわると
5 分で出会う。また，同じ方向でまわると，20 分で A が B を追いぬく。 
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26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 

 

 

36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46 

 

 

 

５ 問題を解き，確かめ，補い合う。 

（１）個で連立方程式をつくり，問題を 

解く。（自力解決） 

  ・A，B の道のりをｘ，ｙで表そう。 

  ・「道のり＝速さ×時間」を使おう。 

（２）グループで解き方，解答を確認し，補い合う。 

  ・A は分速 100ｍ，B は分速 50ｍになった。 

・加減法での解き方の確認ができた。 

  ・確かめたら，解答が正しいことがわかった。 

  ・問題の数量を整理し，連立方程式にできれば，意外と簡

単に答えが求められる。 

６ 問題文，図や表，式のつながりを確認する。 

  ・①，②の式の意味を説明することができる。 

・道のり，速さ，時間の関係を忘れないで，うまく使おう。 

７ 適用問題を解き，補い合う。 

 

 

 

（１）個で解決する。（自力解決） 

  ・同じように図や表に置き換えて， 

考えてみよう。 

  ・「出会う」「追いぬく」の関係から，連立方程式ができる。 

（２）グループで解き方，解答を確認し，補い合う。 

  ・式の意味が分からなかったら，もう一度，図や表にもどっ

て確認しよう。 

・①，②の式の意味を説明することができる。 

・数量の関係を整理して，道のり，速さ，時間の関係の式を

うまく使おう。 

８ セルフチェックを行う 

・仲間と話し合うことで，問題の中の数が整理できて，式も

つくることができた。あきらめずにがんばることができ

た。これからも，うまく図や表で数を整理していきたい。 

 

・立式で戸惑っている生徒

への支援のため，板書され

た A と B の進んだ道のりを

ｘ，ｙで表すための式に注

目するように言う。 

・グループで解き方，解答の

確認の中で間違いがない

か，確認する。 

・うまく補い合って，協働し

ているグループを褒める。 

 

 

 

 

・まず自力解決で個々に取

り組むようにするため，一

人一枚問題を配付する。 

・立式のため，あらためて問

題文の数量を整理して図や

表などにするよいことを伝

える。 

・グループ全員ができてし

まった場合，立式の説明が

全員できるか確かめる場を

つくるように言う。 

・うまくできているグルー

プを紹介する。 

 

 

 

（３）評価 

「出会う」は，A，B のそれぞれ進んだ道のりの和が池１周の道のりと等しくなること，「追いぬ

く」は，１周差ができることと同じということを，グループでの話し合いで絵図や線分図，表，こと

ばの式を使って把握し，それと立式した連立方程式とのつながりを捉えることができたか。 

（活動３・５・７・８のノート，発言，セルチェックの記述より） 

 

１周が 1200ｍの池がある。A，B が同時に同じところを出発する。反対

方向にまわると 6 分で出会う。また，同じ方向でまわると，30 分で A

が B を追いぬく。A，B 2 人の速さはそれぞれ分速何ｍか求めなさい。 


  …①

  …②
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